
 

【成果の概要】 

市町村の災害対応力強化を支援するため、 

（１）防災アドバイザーの山梨大学、県防災危機管理課及び各圏域地域県民センターに

より、県内全１３市を訪問し、各市の全庁的な災害対応の取り組み状況を確認し

ました。 

（２）全１３市に共通して必要な『全庁的な災害対応のあり方』を支援するため、３月

１８日（火）防災新館で合同研修（１３市＋全町村参加）を実施しました。 

   《研修内容》 

① 講義 『災害対策本部を核とした全庁的な応急対策のあり方について』 

   ～今回の豪雪災害対応を教訓として～ 

        講師 山梨大学 鈴木 猛康 氏 

② 意見交換会 

       『２月の豪雪災害における各市町村の災害対応の体制について』 

（３）各市から聞き取った災害対応の取り組み状況から、各市ごとに支援プログラムを

作成しました。 

【今後の展開】 

（１）各市ごとに作成した支援プログラムに基づき、継続的に支援を実施します。 

（２）来年度についても引き続き、防災アドバイザーの山梨大学、県防災危機管理課及

び各圏域地域県民センターにより、県内全１４町村を訪問し、各町村の全庁的な

災害対応の取り組み状況を確認します。 

（３）各町村から聞き取った災害対応の取り組み状況から、各町村ごとに支援プログラ

ムを作成し、継続的に支援をします。 
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写真 市町村に対するシステム研修の様子   図 山梨県災害対応管理システム 


